
 

 

 

【あきらめない 絶対に あきらめない】 
酷暑日が続いた長い夏休みが終わりました。 

７月２８日（火）には大規模な地震が発生し、熊

本県内の至る所で被害があり、多くの方の尊い命が

失われました。今なお、約 2900 人の方々が避難所

生活をされており、一日も早い、復興・復旧を願っ

ています。 

一方では、熊本県民に元気を与え勇気づける甲子

園での「有明旋風」は、本当に素晴らしいものでし

た。本校卒業生である斉藤投手の気迫のこもった投

球には、山中スピリッツを垣間見たように思えたと

ころです。 

さて、２学期がスタートし、今日の始業式では、

代表生徒が２学期の抱負を語ってくれました。 

「当たり前のことを当たり前にする、合唱コンクー

ルを頑張る、家庭学習を４ｈする、部活動で声を出

す、生徒会活動を充実する」等があり、それぞれに夢や目標を  〔生徒指導部より〕 

持ち、挑戦しようとする意欲が感じられました。   

２学期は、様々な行事や教育的活動が数多くあり、大きな成長につながることが期待されます。

教科の授業や生徒会活動、学級での係活動や委員会活動、部活動等々、より主体的に取り組み、

チャレンジすることが重要です。何かあれば先生方へも相談し、自立を目指すようにお願いしま

す。山中スピリッツＡＢＣの意識化を図りつつ、「自分から先に、笑顔で、声が相手に届く、明

るい挨拶」を心がけ、「し・あ・わ・せ」な毎日を送りましょう。 

【先生たちの夏休み】 
 山鹿中の先生たちは、長期の休みを有意義に過ごしています。

夏休み中には、１学期の反省や整理、2 学期の計画・準備、個

別相談や学習支援、家庭訪問、部活動指導、校区内の見守りパ

トロール、校舎等の施設環境の整備、会議研修等を行いました。 

また、今年から、学校閉庁日が 8/12～8/17 となったこともあ

り、日頃なかなかとれない休暇

をまとめて取得しました。 

先生たちは、心身のリフレッシ

ュを図りながら、安心安全な学

校づくりにつながる活動をされました。 
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